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②　モデリングのシナリオ

＜説得　シナリオ＞　

（A：困っている人、B：聞く人）

A 私なんて世の中に必要とされていない。何のために生きているのかわからない。

B
ええ？！　なんのために生きているかって、そんな、生きる意味がわからなく
てもみんな生きているんだから、がんばろうよ！

A
そうだよね、頑張らなきゃだめだよね…。でも、頑張っても、成績、あがらないし、
こんなんで生きていってもしかたがないみたいで…。

B ほら、そんな弱音を言ってるとツキが逃げていくよ！

A うん…ツキがあってもどうしようもない気がする…。

B もっと前向きに考えなきゃ！

A
そうだよね…。前向きに考えられないのは、やっぱり私ってだめな人間なのか
な…。
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＜受け止め　シナリオ＞　

（A：困っている人、B：聞く人）

A 私なんて世の中に必要とされていない。何のために生きているのかわからない。

B いま、そういうつらい気持ちなんだね。

A
そうなんだ…。
一生懸命頑張っているつもりなんだけど、なんだかうまくいかなくて…。

B うまくいかなくて悩んでいるんだ…頑張っているのにね ?

A
うん、だんだんと、この先もいいことないのかなとか、自分は出来が悪いのか
なとかいろいろ考えてしまって…。

B ずいぶんと考えてしまうんだね。何もかもうまくいかない…。

A
うーん、何もかもってわけでないけど、何か悪い方にばかり考えてしまうのか
な…。

B 悪い方ばかりに考えてしまうんだね。

A うん、もう少し、前向きに考えられればいいんだろうけど…。

B そっか、もう少し、前向きに考えるっていうのもいいね。

A ハァ～。（元
げ ん き

気なさそうに）

B どうしたの？　ため息
いき

ついて？（スマホ持
も

っていじるフリ）

A うん。なんか、学
がっこう

校行
い

きたくないんだよな。かったるくて。

B ふ～ん、みんなそうじゃないの？

A …なんか勉
べんきょう

強して意
い み

味あるのかなとか考
かんが

えちゃって。そういうことあるだろ？

B え？　まぁ勉
べんきょう

強の意
い み

味とか考
かんが

えても仕
し か た

方ないんじゃない？

A …明
あ し た

日、休
やす

もうかな…。

B いやいや、学
がっこう

校は来
こ

ないと卒
そつぎょう

業できないでしょ。なんの理
り ゆ う

由で休
やす

むんだよ？

A …特
とく

に考
かんが

えてないけど…もう来
く

るのが嫌
いや

でさ。

B かったるいのはみんな同
おな

じなんだから、嫌
いや

とか言
い

ってないで、そこは根
こんじょう

性出
だ

せよ。

A …うん、わかったよ。

好ましい聞き方（相談モード） 好ましくない聞き方（相談には不向き）

姿勢
相手の方を向く（見つめすぎは注意）。ただ
し、真正面からの直面は避ける。

相手を見ず、よそ見。

態度
相手の言葉に注意を向け、余計な動作は控
える。

スマホなどをいじるなど他のことをしなが
ら話を聞く。
横
おうへい
柄な態度。足を組む。ふんぞり返る。

あいづち 適切なあいづち、うなずきをおこなう。 気乗りしないあいづち。

意見
相手の話しを聞き終わってから、自分の意
見を伝えて、また相手の意見を聞く。

相手の意見を否定して、自分の意見を押し
付ける。

⑵　第２時で使用するモデリング・ロールプレイ資料（P36～ P41）

＜好ましくない聞き方シナリオ＞　
相談には不向き

友達がため息をついています。ちょっと心配。声をかけてみましょう。

（A：困っている人、B：聞く人）

※　Bの聞く人は、以下の表の「姿勢」と「態度」でやってみよう。

実際にやってみよう…！
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＜受け止め　シナリオ＞　

（A：困っている人、B：聞く人）

A 私なんて世の中に必要とされていない。何のために生きているのかわからない。

B いま、そういうつらい気持ちなんだね。

A
そうなんだ…。
一生懸命頑張っているつもりなんだけど、なんだかうまくいかなくて…。

B うまくいかなくて悩んでいるんだ…頑張っているのにね ?

A
うん、だんだんと、この先もいいことないのかなとか、自分は出来が悪いのか
なとかいろいろ考えてしまって…。

B ずいぶんと考えてしまうんだね。何もかもうまくいかない…。

A
うーん、何もかもってわけでないけど、何か悪い方にばかり考えてしまうのか
な…。

B 悪い方ばかりに考えてしまうんだね。

A うん、もう少し、前向きに考えられればいいんだろうけど…。

B そっか、もう少し、前向きに考えるっていうのもいいね。

A ハァ～。（元
げ ん き

気なさそうに）

B どうしたの？　ため息
いき

ついて？（スマホ持
も

っていじるフリ）

A うん。なんか、学
がっこう

校行
い

きたくないんだよな。かったるくて。

B ふ～ん、みんなそうじゃないの？

A …なんか勉
べんきょう

強して意
い み

味あるのかなとか考
かんが

えちゃって。そういうことあるだろ？

B え？　まぁ勉
べんきょう

強の意
い み

味とか考
かんが

えても仕
し か た

方ないんじゃない？

A …明
あ し た

日、休
やす

もうかな…。

B いやいや、学
がっこう

校は来
こ

ないと卒
そつぎょう

業できないでしょ。なんの理
り ゆ う

由で休
やす

むんだよ？

A …特
とく

に考
かんが

えてないけど…もう来
く

るのが嫌
いや

でさ。

B かったるいのはみんな同
おな

じなんだから、嫌
いや

とか言
い

ってないで、そこは根
こんじょう

性出
だ

せよ。

A …うん、わかったよ。

好ましい聞き方（相談モード） 好ましくない聞き方（相談には不向き）

姿勢
相手の方を向く（見つめすぎは注意）。ただ
し、真正面からの直面は避ける。

相手を見ず、よそ見。

態度
相手の言葉に注意を向け、余計な動作は控
える。

スマホなどをいじるなど他のことをしなが
ら話を聞く。
横
おうへい
柄な態度。足を組む。ふんぞり返る。

あいづち 適切なあいづち、うなずきをおこなう。 気乗りしないあいづち。

意見
相手の話しを聞き終わってから、自分の意
見を伝えて、また相手の意見を聞く。

相手の意見を否定して、自分の意見を押し
付ける。

⑵　第２時で使用するモデリング・ロールプレイ資料（P36～ P41）

＜好ましくない聞き方シナリオ＞　
相談には不向き

友達がため息をついています。ちょっと心配。声をかけてみましょう。

（A：困っている人、B：聞く人）

※　Bの聞く人は、以下の表の「姿勢」と「態度」でやってみよう。

実際にやってみよう…！
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A ハァ～。（元
げ ん き

気なさそうに）

B どうしたの？　ため息
いき

ついて？

A うん。なんか、学
がっこう

校行
い

きたくないんだよな。かったるくて。

B そうなんだ。なにか悩
なや

みがあるの？

A
悩
なや

み、ってほどじゃないけど、なんか勉
べんきょう

強して意
い み

味あるのかなとか考
かんが

えちゃって。そういうこと

あるだろ？

B うん…たまにはあるけど。

A …明
あ し た

日、休
やす

もうかな…。

B ええ？そうなの？そんなに深
しんこく

刻なんだ？　だったら先
せんせい

生に相
そうだん

談した方がいいよ。

A 実
じつ

はさ、先
せんせい

生に目
め

を付けられてるんじゃないかと思って、相
そうだん

談しにくいんだよね。

B
そうなんだ？それは嫌

いや

だよね。でも、あの先
せんせい

生、僕
ぼく

（私
わたし

）も相
そうだん

談したことあるけど、結
けっこう

構、話
はなし

聞
き

いてくれるよ？

A 相
そうだん

談したことあるんだ？じゃあ僕
ぼく

（私
わたし

）もちょっと話
はな

してみようかな。

好ましい聞き方（相談モード） 好ましくない聞き方（相談には不向き）

姿勢
相手の方を向く（見つめすぎは注意）。ただ
し、真正面からの直面は避ける。

相手を見ず、よそ見。

態度
相手の言葉に注意を向け、余計な動作は控
える。

スマホなどをいじるなど他のことをしなが
ら話を聞く。
横
おうへい
柄な態度。足を組む。ふんぞり返る。

あいづち 適切なあいづち、うなずきをおこなう。 気乗りしないあいづち。

意見
相手の話しを聞き終わってから、自分の意
見を伝えて、また相手の意見を聞く。

相手の意見を否定して、自分の意見を押し
付ける。

＜好ましい聞き方シナリオ＞　
相談モード

友達がため息をついています。ちょっと心配。声をかけてみましょう。

（A：困っている人、B：聞く人）

※　Bの聞く人は、以下の表の「姿勢」と「態度」でやってみよう。

実際にやってみよう…！
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A ハァ～。（元
げ ん き

気なさそうに）

B どうしたの？　ため息
いき

ついて？

A うん。なんか、学
がっこう

校行
い

きたくないんだよな。かったるくて。

B そうなんだ。なにか悩
なや

みがあるの？

A
悩
なや

み、ってほどじゃないけど、なんか勉
べんきょう

強して意
い み

味あるのかなとか考
かんが

えちゃって。そういうこと

あるだろ？

B うん…たまにはあるけど。

A …明
あ し た

日、休
やす

もうかな…。

B ええ？そうなの？そんなに深
しんこく

刻なんだ？　だったら先
せんせい

生に相
そうだん

談した方がいいよ。

A 実
じつ

はさ、先
せんせい

生に目
め

を付けられてるんじゃないかと思って、相
そうだん

談しにくいんだよね。

B
そうなんだ？それは嫌

いや

だよね。でも、あの先
せんせい

生、僕
ぼく

（私
わたし

）も相
そうだん

談したことあるけど、結
けっこう

構、話
はなし

聞
き

いてくれるよ？

A 相
そうだん

談したことあるんだ？じゃあ僕
ぼく

（私
わたし

）もちょっと話
はな

してみようかな。

好ましい聞き方（相談モード） 好ましくない聞き方（相談には不向き）

姿勢
相手の方を向く（見つめすぎは注意）。ただ
し、真正面からの直面は避ける。

相手を見ず、よそ見。

態度
相手の言葉に注意を向け、余計な動作は控
える。

スマホなどをいじるなど他のことをしなが
ら話を聞く。
横
おうへい
柄な態度。足を組む。ふんぞり返る。

あいづち 適切なあいづち、うなずきをおこなう。 気乗りしないあいづち。

意見
相手の話しを聞き終わってから、自分の意
見を伝えて、また相手の意見を聞く。

相手の意見を否定して、自分の意見を押し
付ける。

＜好ましい聞き方シナリオ＞　
相談モード

友達がため息をついています。ちょっと心配。声をかけてみましょう。

（A：困っている人、B：聞く人）

※　Bの聞く人は、以下の表の「姿勢」と「態度」でやってみよう。

実際にやってみよう…！

項　目

１ 悩
なや

んでいる人
ひと

が身
み ぢ か

近にいたら、声
こえ

をかけようと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

２ こころの悩
なや

みや不
ふ あ ん

安などの相
そうだんまどぐち

談窓口があることを知
し

っている １ ２ ３ ４ ５

３ 悩
なや

んでいる人
ひと

が身
み ぢ か

近にいたら、相
そうだんまどぐち

談窓口を紹
しょうかい

介したいと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

４ 悩
なや

んでいるときや困
こま

ったときは、誰
だれ

かに相
そうだん

談しようと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

５ 自
じ さ つ

殺は予
よ ぼ う

防することができると思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

６ 働
はたら

けなくなったら生
い

きていく意
い み

味は無
な

いと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

７ 家
か ぞ く

族や友
ゆうじん

人に負
ふ た ん

担をかけるくらいなら死
し

んだ方
ほう

がましだと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

８ 事
じじょう

情によっては自
じ さ つ

殺することはやむを得
え

ないと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

９ どのような状
じょうきょう

況でも命
いのち

があることが重
じゅうよう

要だと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

10 周
まわ

りを悲
かな

しませる大
たいへん

変なことなので自
じ さ つ

殺はいけないと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

11 どのようなことがあっても自
じ さ つ

殺はしてはいけないことだと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

※　このアンケートの結果は、無
む き め い

記名で回答して頂いたうえで、統
とうけいてきしょり

計的処理を行います。

　　調査結果は、この調査でしか使用いたしません。

⑶　アンケート（事前、事後）

＊ストレス対策授業　アンケート＊

※　あてはまる項
こうもく

目に○を付けてください。

　　性別については、回答したくない方は必要ありません。

　　　◆ 性 別　　男  ・  女　　　　　　◆ 学 年　　　年 

※　次に、以下のアンケートにご協
きょうりょく

力ください。

　　次のそれぞれの質問について、あなたの考えに最も近いもの１つだけに○をつけてください。

No.
研修前

ご協
きょうりょく

力ありがとうございました

そ
う
思
う

や
や

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う

思
わ
な
い
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項　目

１ 悩
なや

んでいる人
ひと

が身
み ぢ か

近にいたら、声
こえ

をかけようと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

２ こころの悩
なや

みや不
ふ あ ん

安などの相
そうだんまどぐち

談窓口があることを知
し

っている １ ２ ３ ４ ５

３ 悩
なや

んでいる人
ひと

が身
み ぢ か

近にいたら、相
そうだんまどぐち

談窓口を紹
しょうかい

介したいと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

４ 悩
なや

んでいるときや困
こま

ったときは、誰
だれ

かに相
そうだん

談しようと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

５ 自
じ さ つ

殺は予
よ ぼ う

防することができると思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

６ 働
はたら

けなくなったら生
い

きていく意
い み

味は無
な

いと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

７ 家
か ぞ く

族や友
ゆうじん

人に負
ふ た ん

担をかけるくらいなら死
し

んだ方
ほう

がましだと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

８ 事
じじょう

情によっては自
じ さ つ

殺することはやむを得
え

ないと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

９ どのような状
じょうきょう

況でも命
いのち

があることが重
じゅうよう

要だと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

10 周
まわ

りを悲
かな

しませる大
たいへん

変なことなので自
じ さ つ

殺はいけないと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

11 どのようなことがあっても自
じ さ つ

殺はしてはいけないことだと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

〈研
けんしゅうかい

修会を受
う

けての感
かんそう

想をご記
きにゅう

入ください〉

※　このアンケートの結果は、無
む き め い

記名で回答して頂いたうえで、統
とうけいてきしょり

計的処理を行います。

　　調査結果は、この調査でしか使用いたしません。

＊ストレス対策授業　アンケート＊

※　あてはまる項
こうもく

目に○を付けてください。

　　性別については、回答したくない方は必要ありません。

　　　◆ 性 別　　男  ・  女　　　　　　◆ 学 年　　　年 

※　次に、以下のアンケートにご協
きょうりょく

力ください。

　　次のそれぞれの質問について、あなたの考えに最も近いもの１つだけに○をつけてください。

No.
研修後

ご協
きょうりょく

力ありがとうございました

そ
う
思
う

や
や

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う

思
わ
な
い
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項　目

１ 悩
なや

んでいる人
ひと

が身
み ぢ か

近にいたら、声
こえ

をかけようと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

２ こころの悩
なや

みや不
ふ あ ん

安などの相
そうだんまどぐち

談窓口があることを知
し

っている １ ２ ３ ４ ５

３ 悩
なや

んでいる人
ひと

が身
み ぢ か

近にいたら、相
そうだんまどぐち

談窓口を紹
しょうかい

介したいと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

４ 悩
なや

んでいるときや困
こま

ったときは、誰
だれ

かに相
そうだん

談しようと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

５ 自
じ さ つ

殺は予
よ ぼ う

防することができると思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

６ 働
はたら

けなくなったら生
い

きていく意
い み

味は無
な

いと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

７ 家
か ぞ く

族や友
ゆうじん

人に負
ふ た ん

担をかけるくらいなら死
し

んだ方
ほう

がましだと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

８ 事
じじょう

情によっては自
じ さ つ

殺することはやむを得
え

ないと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

９ どのような状
じょうきょう

況でも命
いのち

があることが重
じゅうよう

要だと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

10 周
まわ

りを悲
かな

しませる大
たいへん

変なことなので自
じ さ つ

殺はいけないと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

11 どのようなことがあっても自
じ さ つ

殺はしてはいけないことだと思
おも

う １ ２ ３ ４ ５

〈研
けんしゅうかい

修会を受
う

けての感
かんそう

想をご記
きにゅう

入ください〉

※　このアンケートの結果は、無
む き め い

記名で回答して頂いたうえで、統
とうけいてきしょり

計的処理を行います。

　　調査結果は、この調査でしか使用いたしません。

＊ストレス対策授業　アンケート＊

※　あてはまる項
こうもく

目に○を付けてください。

　　性別については、回答したくない方は必要ありません。

　　　◆ 性 別　　男  ・  女　　　　　　◆ 学 年　　　年 

※　次に、以下のアンケートにご協
きょうりょく

力ください。

　　次のそれぞれの質問について、あなたの考えに最も近いもの１つだけに○をつけてください。

No.
研修後

ご協
きょうりょく

力ありがとうございました

そ
う
思
う

や
や

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い

そ
う

思
わ
な
い
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　⑴　シナリオ１　元気がなさそうな友人に声をかけて相談に乗る
　　〇　友人がここ数日、元気のない様子で、話しかけてもあまり返事が返ってきません。

　　　※ どんなふうに声をかけたらいいか実践してみましょう。

　　　※ 相手の話を受け止めることも練習します。

　　　※ シナリオとは違ったセリフも考えて比べてみましょう（特に太字部分）。

　　Ａ：聞く人、Ｂ：困っている人

〇　友人の話は思ったより深刻そうです。

　※ さらに話を聞き、自分の意見を伝えます。

　※ 信頼できる相談相手につなぐことも練習します。（「私」を主語にすることにも注意！）

（シナリオ～続き）

Ａ どうしたの、なにか元気なさそうね？

Ｂ うん…。

Ａ 何かあったの？

Ｂ うん…そういうわけではないんだけど…。

Ａ ふうん。何か悩んでることがあったら話してみて？

Ｂ うん…なんか、私って、なんにも取り柄がないなって思って。

Ａ そうなんだ。何も取り柄がないって思っちゃうんだ？

Ｂ うん…。

Ａ もう少し教えて？

Ｂ …私って友達あんまりいないし、あんまり話すのも得意じゃないし、そう考えてたら、自分

なんかいなくてもだれも気にしないんじゃないかなって…。

Ａ

（※）

自分なんかいなくてもってまで考えてしまうの？

わたしは、Bは大事な友達だと思ってるよ。

Ｂ そう、そんなふうに言ってくれてありがとう…。（相変わらず元気のない様子）

Ａ

（※）

…ねえ、一度、保健室で相談してみたらって思うの。Bの元気ない様子を見てると心配だし、
私だけじゃどうしたらいいかわからないから。

Ｂ そう…でも、自分のことだから相談しても仕方ないと思う…。

Ａ
そうね、相談してすぐに何かが変わるということはないかもしれないね。でも一緒に考えて

くれる人が一人でもいれば、違うと思うの。私はぜひ相談に行ってほしいと思う。

Ｂ うん、A がそう言うなら行ってみる。

シナリオ集2

66



　⑴　シナリオ１　元気がなさそうな友人に声をかけて相談に乗る
　　〇　友人がここ数日、元気のない様子で、話しかけてもあまり返事が返ってきません。

　　　※ どんなふうに声をかけたらいいか実践してみましょう。

　　　※ 相手の話を受け止めることも練習します。

　　　※ シナリオとは違ったセリフも考えて比べてみましょう（特に太字部分）。

　　Ａ：聞く人、Ｂ：困っている人

〇　友人の話は思ったより深刻そうです。

　※ さらに話を聞き、自分の意見を伝えます。

　※ 信頼できる相談相手につなぐことも練習します。（「私」を主語にすることにも注意！）

（シナリオ～続き）

Ａ どうしたの、なにか元気なさそうね？

Ｂ うん…。

Ａ 何かあったの？

Ｂ うん…そういうわけではないんだけど…。

Ａ ふうん。何か悩んでることがあったら話してみて？

Ｂ うん…なんか、私って、なんにも取り柄がないなって思って。

Ａ そうなんだ。何も取り柄がないって思っちゃうんだ？

Ｂ うん…。

Ａ もう少し教えて？

Ｂ …私って友達あんまりいないし、あんまり話すのも得意じゃないし、そう考えてたら、自分

なんかいなくてもだれも気にしないんじゃないかなって…。

Ａ

（※）

自分なんかいなくてもってまで考えてしまうの？

わたしは、Bは大事な友達だと思ってるよ。

Ｂ そう、そんなふうに言ってくれてありがとう…。（相変わらず元気のない様子）

Ａ

（※）

…ねえ、一度、保健室で相談してみたらって思うの。Bの元気ない様子を見てると心配だし、
私だけじゃどうしたらいいかわからないから。

Ｂ そう…でも、自分のことだから相談しても仕方ないと思う…。

Ａ
そうね、相談してすぐに何かが変わるということはないかもしれないね。でも一緒に考えて

くれる人が一人でもいれば、違うと思うの。私はぜひ相談に行ってほしいと思う。

Ｂ うん、A がそう言うなら行ってみる。

シナリオ集2 〈相談モードに焦点を当てたシナリオ「好ましくない聞き方」〉

　A：聞く人、B：困っている人

〈相談モードに焦点を当てたシナリオ「好ましい聞き方」〉

　A：聞く人、B：困っている人

Ｂ ハア～。（元気なさそうに）

Ａ どうしたの？　ため息ついて？（スマホを持っていじりながら）

Ｂ うん。なんか、学校行きたくないんだよな。かったるくて。

Ａ ふーん。みんなそうじゃないの？

Ｂ …なんか勉強して意味あるのかなとか考えちゃって、そういうことあるだろ？

Ａ え？　まあ勉強の意味とか考えても仕方ないんじゃない？

Ｂ …明日、休もうかな…。

Ａ いやいや、学校はこないと卒業できないでしょう。なんの理由で休むんだよ？

Ｂ …特に考えてないけど…もう来るのが嫌でさ。

Ａ かったるいのはみんな同じなんだから、嫌とか言ってないで、そこは根性出せよ。

Ｂ …うん…わかったよ。

Ｂ ハア～。（元気なさそうに）

Ａ どうしたの？　ため息ついて？

Ｂ うん。なんか、学校行きたくないんだよな。かったるくて。

Ａ そうなんだ。何か悩みがあるの？

Ｂ 悩み、ってほどじゃないけど、なんか勉強して意味あるのかなとか考えちゃって。そういう

ことあるだろ？

Ａ うん…たまにはあるけど。

Ｂ …明日、休もうかな…。

Ａ ええ？そうなの？そんなに深刻なんだ？だったら先生に相談した方がいいよ。

Ｂ 実はさ、先生に目を付けられてるんじゃないかと思って、相談しにくいんだよね。

Ａ そうなんだ？それは嫌だよね。でも、あの先生、僕（私）も相談したことあるけど、結構、

話し聞いてくれるよ。

Ｂ 相談したことあるんだ？じゃあ僕（私）もちょっと話してみようかな。
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〈好ましい聞き方を自分で考えてロールプレイする〉

　　※ Ａのセリフを考えさせ、それに基づいてロールプレイを行う。

　　※ あらかじめ A のセリフを記入させ、それを見ながら実施するとよい。

　　※ 「相談モード」のスライドを配布し、参考にする。

　A：聞く人、B：困っている人

Ｂ ハア～。（元気なさそうに）

Ａ

Ｂ うん…今朝も遅刻しちゃたんだ。

Ａ

Ｂ うん…朝早く起きようとしているんだけと、どうしても起きられなくて…。

Ａ

Ｂ うん、頑張っているのに、朝、起きられないし、また遅刻するんじゃないかと、いろいろ考

えてしまって…、うまくいかないし、学校休むしかないかと…実は先生に目を付けられてい

るんじゃないかと思って、相談しにくいんだよね。

Ａ

Ｂ 相談したことがあるんだ…。それじゃ、保健室の先生に相談してみようかな。話を聞いてく

れてありがとう。
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〈好ましい聞き方を自分で考えてロールプレイする〉

　　※ Ａのセリフを考えさせ、それに基づいてロールプレイを行う。

　　※ あらかじめ A のセリフを記入させ、それを見ながら実施するとよい。

　　※ 「相談モード」のスライドを配布し、参考にする。

　A：聞く人、B：困っている人

Ｂ ハア～。（元気なさそうに）

Ａ

Ｂ うん…今朝も遅刻しちゃたんだ。

Ａ

Ｂ うん…朝早く起きようとしているんだけと、どうしても起きられなくて…。

Ａ

Ｂ うん、頑張っているのに、朝、起きられないし、また遅刻するんじゃないかと、いろいろ考

えてしまって…、うまくいかないし、学校休むしかないかと…実は先生に目を付けられてい

るんじゃないかと思って、相談しにくいんだよね。

Ａ

Ｂ 相談したことがあるんだ…。それじゃ、保健室の先生に相談してみようかな。話を聞いてく

れてありがとう。

⑵　シナリオ２　学校に行きたくないという友人の相談
　〇　友人がため息をついています。ちょっと心配ですね。声をかけてみましょう。

　　※ シナリオとは違ったセリフも考えて比べてみましょう（特に太字部分）。

　Ａ：聞く人、Ｂ：困っている人

　〇　友人は、まだ十分に納得していないようです。さらに、あなたにもう一つ頼みを言ってきます。

　　※ 後半の部分は、バウンダリーを守ることを示しています。

　　　 バウンダリーを越える頼み事は、きちんと断ることが大切です。

　Ａ：聞く人、Ｂ：困っている人

Ａ どうしたの？  ため息ついて？

Ｂ うん。なんか、学校行きたくないんだよな。

Ａ ふーん。そうなんだ。学校に行きたくない気持ちなんだ？

Ｂ なんか、かったるいっていうか、だるくて。

Ａ そうなんだ？　なにか悩みがあるの？

Ｂ 悩み、ってほどじゃないけど、なんか…勉強して、意味あるのかなとか考えちゃって。そう

いうことあるだろ？」

Ａ うん…たまにはあるけど。

Ｂ …明日、休もうかな…。

Ａ ええ？　そうなの？　そんなに深刻なんだ？
だったら、先生に相談した方がいいよ？

Ｂ 実はさ、先生に目をつけられてるんじゃないかと思って、相談しにくいんだよね。

Ａ そうなんだ？　それは嫌だよね。でも、あの先生、僕も相談したことあるけど、結構、話聞
いてくれるよ？

Ｂ ねえ、頼みがあるんだけど、明日、もし休んだら、『なんか具合悪そうだった。』って、言っ

てくれない？

Ａ 明日、休んだときに『なんか具合悪そうだった。』って、言ってほしいんだね？

Ｂ うん、頼むよ。

Ａ 言ってほしいっていう気持ちは分かった。でも、悪いけど、ちょっとそこまでは無理。

Ｂ え？　なんで？　友達だろ？

Ａ うん。そうだね。友達としては、君に元気でいてほしいと思うけど、学校を休むことがいい
のかどうかは、わからないから。

Ｂ うん、まあ、そうだよね。わかった。自分で相談するよ。
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⑶　シナリオ３　普段あまり話したことがない友人に声をかけてみる

　　※ シナリオとは違ったセリフも考えて比べてみましょう（特に太字部分）。

　Ａ：聞く人、Ｂ：困っている人

（シナリオ～続き）

Ａ ねえ、ここ座っていい？

Ｂ うん…。

Ａ 何か、考え事？

Ｂ うん…なんとなく…。

Ａ ふうん。何か悩んでることがあったら、話してみて？

Ｂ うん…私、あんまり友達がいなくて…。

Ａ ふうん、そうだったのね。

Ａ 遠慮しないで話してみたらいいんじゃない？　みんな、いい人ばっかりだよ。

Ｂ うん、でも私、話すの苦手だし、なんか迷惑かけたらいやだなって思って。

Ａ そうなんだ。苦手なことはあるものね。Bさんのこと、前から、ちょっと気になってたから、
話せてよかったよ。また話そうね。

Ｂ ありがとう。
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⑶　シナリオ３　普段あまり話したことがない友人に声をかけてみる

　　※ シナリオとは違ったセリフも考えて比べてみましょう（特に太字部分）。

　Ａ：聞く人、Ｂ：困っている人

（シナリオ～続き）

Ａ ねえ、ここ座っていい？

Ｂ うん…。

Ａ 何か、考え事？

Ｂ うん…なんとなく…。

Ａ ふうん。何か悩んでることがあったら、話してみて？

Ｂ うん…私、あんまり友達がいなくて…。

Ａ ふうん、そうだったのね。

Ａ 遠慮しないで話してみたらいいんじゃない？　みんな、いい人ばっかりだよ。

Ｂ うん、でも私、話すの苦手だし、なんか迷惑かけたらいやだなって思って。

Ａ そうなんだ。苦手なことはあるものね。Bさんのこと、前から、ちょっと気になってたから、
話せてよかったよ。また話そうね。

Ｂ ありがとう。

⑷　シナリオ４　デートDV※の例

　Ａ：聞く人、Ｂ：困っている人

Ｂ 彼氏のチェックが厳しくって…。

Ａ そうなんだ、どんな感じ？

Ｂ デートしたらさ、別れた後、1時間くらいして電話してくるんだよね。

「君の声が聞きたくなったから。」とか言うから、最初はそう思ってたんだけど、たまたま、

電話に出られなかったら、ものすごく怒って、「別なヤツとデートしてんじゃないか！？」っ

て怒鳴られて。

Ａ ええ？　それはきついね。

Ｂ でも、それだけ私のことを、気にかけてくれているんだから、いいかなとか、思っていたん

だけど、最近、だんだんひどくなってきて、会うたびに私のメール、チェックされたりとか・・・。

Ａ それは、いやだよね。ねえ、それって、もしかして、DV※とかじゃないの？

Ｂ うーん、でも暴力まではないし、会っているときは、ものすごく優しいし。だから自分が我

慢してればいいかなって。

Ａ そうなんだ。

Bも彼のこと大事に思っているんだね。だから、我慢したほうがいいかなって思うんだね。

でも、もし、彼ときちんと付き合いたいんだったら、嫌なことはちゃんと伝えた方がよくな

い？

Ｂ うん・・・。そう思うときもあるけど、それで彼が傷ついたり、私のこと嫌いになったりしたら、

嫌だなって…。
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　⑵　自殺総合対策大綱（平成29年７月25日閣議決定）

「自殺総合対策大綱」（概要）

自殺総合対策における当面の重点施策（ポイント）
◦自殺対策基本法の改正の趣旨・基本的施策及び我が国の自殺を巡る現状を踏まえて、更なる取組が
　求められる施策　※各施策に担当府省を明記　※補助的な評価指標の盛り込み〈例：よりそいホットラインや心の健康相談統一ダイヤルの認知度〉

※下線は旧大綱からの主な変更箇所

※下線は旧大綱からの主な変更箇所

平成28年の自殺対策基本法の改正や我が国の自殺の実態を踏まえ抜本的に見直し
　第１　自殺総合対策の基本理念

　第５　自殺対策の数値目標

　第３　自殺総合対策の基本方針

　第４　自殺総合対策における当面の重点施策

　第６　推進体制等

　第２　自殺の現状と自殺総合対策における基本認識

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指す

自殺は、その多くが追い込まれた末の死である

年間自殺者数は減少傾向にあるが、非常事態はいまだ続
いている

地域レベルの実践的な取組を PDCAサイクルを通じて推
進する

自殺対策は、社会における「生きることの阻害要因」を減らし、
「生きることの促進要因」を増やすことを通じで、社会全体の
自殺リスクを低下させる

先進諸国の現在の水準まで減少させることを目指し、平成38年
までに、自殺死亡率を平成27年と比べて30％以上減少
（平成 27 年 18.5 ⇒ 13.0 以下）

１．生きることの包括的な支援として推進する
２．関連施策との有機的な連携を強化して総合的に取り組む
３．対応の段階に応じてレベルことの対策を効果的に連動させる
４．実践と啓発を両輪として推進する
５．国、地方公共団体、関係団体、民間団体、企業及び国民の役
割を明確化し、その連携・協働を推進する

１．地域レベルの実践的な取組への支援を強化する
２．国民一人ひとりの気づきと見守りを促す
３．自殺総合対策の推進に資する調査研究等を推進する
４．自殺対策に係る人材の確保、養成及び資質の向上を図る
５．心の健康を支援する環境の整備と心の健康づくりを推進する
６．適切な精神保健医療福祉サービスを受けられるようにする
７．社会全体の自殺リスクを低下させる
８．自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ
９．遺された人への支援を充実する
10．民間団体との連携を強化する
11．子ども・若者の自殺対策を更に推進する
12．勤務問題による自殺対策を更に推進する

１．国における推進体制
２．地域における計画的な自殺対策の推進
３．施策の評価及び管理
４．大綱の見直し

阻害要因：過労、生活困窮、育児や介護疲れ、いじめや孤立等
促進要因：自己肯定感、信頼できる人間関係、危機回避能力等

（WHO：仏15.1（2013）、米13.4（2014）、独12.6（2014）、
　　　　加11.3（2012）、英7.5（2013）、伊7.2（2012））

１．地域レベルの実践
的な取組への支援
を強化する

７．社会全体の自殺リ
スクを低下させる

２．国民一人ひとりの
気づきと見守りを促
す

８．自殺未遂者の再度
の自殺企図を防ぐ

３．自殺総合対策の推
進に資する調査研究
等を推進する

９．遺された人への支
援を充実する

６．適切な精神保健医
療福祉サービスを受
けられるようにする

12．勤務問題による自
殺対策を更に推進す
る
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る環境の整備と心の
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る
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10．民間団体との連携
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◦地域自殺実態プロファ
イル、地域自殺対策の
政策パッケージの作成
◦地域自殺対策計画の策
定ガイドラインの作成
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親家庭、性的マイノリティ
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◦妊産婦への支援の充実
◦相談の多様な手段の確
保、アウトリーチの強化
◦関係機関等の連携に必
要な情報共有の周知
◦自殺対策に資する居場
所づくりの推進

◦自殺予防週間と自殺対
策強化月間の実施
◦児童生徒の自殺対策に
資する教育の実践
　（SOSの出し方に関する
教育の推進）
◦自殺や自殺関連事象等
に関する正しい知識の
普及
◦うつ病等についての普
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⑶　児童生徒の自殺予防に向けた困難な事態、強い心理的負担を受けた場合等における対処の仕方を
身に付ける等のための教育の推進について（通知）：文部科学省・厚生労働省

⑷　児童生徒の自殺予防に向けた困難な事態、強い心理的負担を受けた場合等における対処の仕方を
身に付ける等のための教育の教材例について（事務連絡）：文部科学省・厚生労働省

児童生徒の自殺予防に向けた困難な事態、強い心理的負担を受けた場合等における
対処の仕方を身に付ける等のための教育の推進について（通知）

（平成30年１月23日付け29初児生第38号、社援総発0123第１号）

児童生徒の自殺予防に向けた困難な事態、強い心理的負担を受けた場合等
における対処の仕方を身に付ける等のための教育の教材例について
（平成30年８月31日付け文部科学省児童生徒課、厚生労働省自殺対策推進室事務連絡）

　１　背景

　１　背景

　２　通知の概要

　２　通知の概要

　　近年、自殺者全体の総数は減少傾向にあるが、自殺した児童生徒数は高止まりの状況。
　　SNSを利用し、自殺願望を投稿するなどした高校生等を誘い出し、殺害した事件の発生。（座間市における事件）
　　「死ぬこと」や「自殺」を明示的に取り上げる自殺予防教育に関し、十分な取組が行われているとは言い難い状況。
⇒　新たな自殺総合対策大綱に定められた 「SOSの出し方に関する教育」（※）の推進が重要。
　　平成30年１月23日、同教育の推進を求める通知を文部科学省・厚生労働省の連名で発出。

　平成30年１月、SOSの出し方に関する教育についての留意事項を示し、各教科等の授業の一環として、少なく
とも年１回実施することなど積極的な推進を依頼する通知を発出。
　SOSの出し方に関する更なる教育の一層の推進に資するため、上記の留意事項に加え、各学校でSOSの出し
方に関する教育を行う上で参考となる教材例を周知。

　以下に掲げる留意事項及び各学校や地域の実情を踏まえつつ、各教科等の授業等の一環として、SOSの出し方に
関する教育を少なくとも年１回実施するなど積極的に推進すること。
１．実施に当たっては、保健師、社会福祉士、民生委員等を活用することも有効であること。
【保健師等を活用するメリット】　
　①　児童生徒に対して自らが必要に応じて相談相手になり得ることを直接伝えることができる（「いざとなれば私のところに相談に来て」と言える）
　②　保護者も含めた世帯単位での支援が可能になる　　③　学校と地域の専門家との間での協力・連携関係の構築につながる

２．実施の際には、「24時間子供SOSダイヤル」や「チャイルドライン」などの相談窓口の周知を行うことが望ましいこと。
３．児童生徒の発達段階に応じた内容とすることが重要であることを踏まえ、各学校の実情に合わせて教材や授業
方法を工夫することが考えられること。
４．SOSの出し方のみならず、心の危機に陥った友人の感情を受け止めて、考えや行動を理解しようとする姿勢など
の傾聴の仕方（SOSの受け止め方）についても教えることが望ましいこと。

５．同教育は、厚生労働省の「地域自殺対策強化事業実施要綱」の「普及啓発事業」や「若年層対策事業」に該当す
るとともに、「地域特性重点特化事業」（補助率10/10）にも該当し得るため、積極的に本事業を活用するよう周知され
たいこと。

　以下の教材例を参考に、各学校において、SOSの出し方に関する教育の一層の推進に努めていただくこと。

⑴　東京教育委員会作成教材
○　子供が、現在起きている危機的状況又は今後起こり得る危機的状況に対応するために、適切な援助希求行動
（身近にいる信頼できる大人にSOSを出す）ができるようにすること、及び身近にいる大人がそれを受け止
め、支援ができるようにすることを目的に、各学校がSOSの出し方に関する教育を推進するための教材（学習
指導案、ワークシート、スライドデータ等）を作成。

⑵　東京都作成教材
○　子供自身が悩みに対処する方法を知り、困ったときに、大人や専門機関に相談できるようになること、また、
周囲の人の気がかりな変化に気づき、適切な行動（大人へのつなぎ）が取れるようになることをねらいとし
て、小学校６年生及び中学校１年生向けの小冊子を作成（教職員向け解説書も併せて周知）。

⑶　北海道教育委員会作成教材
○　北海道教育委員会において、平成29年度いじめ対策・不登校支援等推進事業により、自殺予防教育を進める
際の参考となるよう、「援助希求的態度の育成」、「早期の問題認識（心の健康）」、「ストレス対処スキルの育
成」に関するプログラム（指導案やワークシート等）を作成。

（※）自殺対策基本法第17条第３項に定める「困難な事態、強い心理的負担を受けた場合等における
対処の仕方を身に付ける等のための教育」を言う。
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　４　福島県精神保健福祉センター作成のパンフレット

  若者向け心の健康・自殺予防啓発グッズ

  『 こころ りらっくす ノート 』について 

『こころ りらっくす ノート』は、当センターが若者のために作成した心の健康と自殺予防のための啓

発グッズです。表紙裏には、心の健康をたもったり自殺を予防するために生徒が自分自身でできることを、

裏表紙内側には、友人等周囲の人のために生徒が取り組めることの大切なポイントを簡潔にまとめました。

   また、ノートの各ページでは、現在の心の状態を確認しチェック

できるようになっており、さらに、心の健康に役立つメッセージ

（12 種類）もさりげなく掲載しています。

保健室に相談に来る生徒さんや日ごろから気にかけておられる生

徒さんとのコミュニケーションツール等にご活用いただければ幸い

です。

  ノートをひらき、生徒に必要な箇所をお話し

いただきながら、直接手渡ししてください。

【お問合せ】 福島県精神保健福祉センター　☎０２４－５３５－３５５６

 〒 960-8012　福島県福島市御山町 8-30　県保健衛生合同庁舎５階

【表紙裏】
・セルフケア（大学生の日

頃のストレス解消法の意
見を取り入れています）

・援助希求（困った時や悩
んだ時に周囲に助けを求
める能力）等

【裏表紙内側】
・友人の悩みに気づく
　（こころの健康チェック）
・援助提供
　（悩んでいる人に気づき、

声をかけ、必要な支援に
つなげる能力）等
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